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建設技術講習会の開催 (一社)日本建設業連合会九州支部

＜建設技術講演会＞
■主催／⽇建連九州⽀部
■実施⽇／2022年12⽉20⽇
■場所／福岡国際会議場
建設技術講演会は、建設業に関する技術の進歩と

経営の改善を推進し国⺠⽣活と産業活動基盤の充実
に寄与することを⽬的に、建設産業に関する専⾨的
知識の習得および研鑽を図るために開催されていま
す。
2022年度は⻄河誠⽀部⻑の挨拶に続いて、３つの

講演を実施しました。まずは、九州地⽅整備局企画
部の鈴⽊昭⼈技術調整管理官による「建設業におけ
る最近の話題」からスタート。「公共事業関係の予
算について」を⽪切りに、「国⼟強靭化関係につい
て」「建設業における働き⽅改⾰」などを説明され
ました。次いで、テレビの天気予報でも活躍中の⽇
本気象協会九州⽀社の気象予報⼠・松井渉⽒が登壇。
「激甚化する⼤⾬・台⾵災害」というテーマで、近
年、話題にのぼる温暖化、また九州や⻄⽇本に災害
を及ぼした豪⾬や台⾵についてデータ等をもとに解
説されました。そして最後には、九州地⽅整備局企
画部の房前和朋建設専⾨官が、「九州地⽅整備局に
おけるDXの取り組みについて」という演題で、ICT
やドローンの活⽤などによって進展する建設分野の
デジタルトランスフォーメーションを分かりやすく
説明されました。建設技術や気象分野に関連する興
味深いトピックが並び、2022年度も充実した講演会
となりました。

日建連
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インターンシップ講演会への講師派遣 (一社)日本建設業連合会九州支部

＜インターンシップ講演会＞
■主催／⻑崎⼤学
■実施⽇／2022年12⽉７⽇
■場所／⻑崎⼤学
2022年度インターンシップ講演会に会員企業から２名を派遣！
⽇建連九州⽀部は毎年、⻑崎⼤学⼯学部⼯学科社会環境デザイン⼯学コースの要請によって会員企業から社員を派遣し、「インターン

シップ講演会」で講演を⾏っています。これは、就職を控える学部学⽣および⼤学院⽣に対し、⼟⽊事業に携わる建設業者やコンサルタン
ト業者、公務員の「⽣の声」を届け、進路決定に役⽴ててもらうために企画されたイベントです。
2022年度は⼾⽥建設（株）と（株）⻄松建設から2名が講師として派遣され、建設業界に関⼼を持つ学⽣たちに建設業や⾃社業務の紹介、

また仕事のやりがいなどについて説明しました。

＜インターンシップ感想⽂>
建設業については、⼟⽊事業の中で特に施⼯業務を受注し、現場での設計の⾒直しも含めて、⼯期に沿って施⼯管理業務を⾏っていくとい
うことが分かった。そのため、⼯事によってはなかなか休憩を取りづらいような状況が以前からあったが、最近は勤務体系の⾒直しや労働
環境の改善などが進んでいるということを知った。また、⼟⽊構造物という市⺠の⽣活に強く結びついたものを造り上げていく過程を、現
場で実感できることが⾮常にやりがいのある業種だと感じた。現場では、作業員の⽅々をはじめとして多くの⼈が協⼒して⼀つのことを成
し遂げていく部分も、建設業の魅⼒だと思った。（男⼦学⽣）
＊
ゼネコンは、現場と深く関わり施⼯⼯程を近い場所で管理していく仕事というイメージでした。実際に⻑崎⼤学を卒業され、ゼネコンで働
かれている先輩⽅の話を聞いて、イメージが変わった点がいくつかありました。まず、若⼿の意⾒が通りやすい職場環境になってきている
ということです（若⼿の退職防⽌だとも話されていました）。どの⽴場からの意⾒も反映されるということで、受け⾝の姿勢だけでなく主
体的に考えて仕事ができる環境であるということが分かりました。勤務地の申請や残業の減少傾向についてなど、建設業界のマイナスに捉
えられている点が変わってきているということが理解できました。現場の⽅々と進捗について会話を交わすなど、⼟⽊分野の知識だけでな
くコミュニケーション能⼒が、仕事を円滑に進める上で重要な能⼒だと感じました。（男⼦学⽣） 3



リクルーティングプレゼンテーションの開催 (一社)日本建設業連合会九州支部

＜九州建設技術フォーラム2022＞
■主催／九州建設技術フォーラム実⾏委員会ほか
■⽇時／2022年10⽉11・12⽇
■場所／福岡国際会議場
九州建設技術フォーラムは、新し

い建設技術の開発・活⽤・普及促進
をより効果的に図るために、「産」
「学」「官」が、それぞれの新技術
の開発・活⽤の取り組みについて情
報を発信・交換するイベントです。
2022年度も、新型コロナ感染防⽌

の対策を講じながら実施されました。
今回は、「みんなで守ろう いのちと
くらし〜防災・減災への技術開発」を
テーマに設定。九州地⽅整備局⻑の藤
巻浩之⽒による「気象の激甚化とウィ
ズコロナ時代を⾒据えた九州のインフ
ラ」と題した基調講演が⾏われたほか、
ブース展⽰、ポスターセッションなど
で技術情報を提供。WEBサイトから
も最新技術やPR動画などが配信され
たほか、12⽇には、「⼟⽊×落語」も
開催。会場へは合計で2,123⼈が来場
しました。なお、「リクルーティング
プレゼンテーション」では、⽇建連の
担当時間で、本部のリクルート担当者
が⼟⽊の仕事やゼネコンの魅⼒などを
説明。11⽇は165⼈、12⽇には195⼈
と、2⽇間にわたって合計360⼈の建
設業に興味を持つ学⽣らが参加しまし
た。 4



発注者と連携した現場見学会の開催 (一社)日本建設業連合会九州支部

＜⿅児島3号東⻄道路シールドトンネル（下り線）新設⼯事＞
■実施⽇／2022年12⽉14⽇
■場 所／⿅児島県⿅児島市
■施⼯企業／⼤成・⼤豊特定建設⼯事共同企業体 ■建設コンサルタント／⽇本シビクックコンサルタント（株）

JR⿅児島中央駅からほど近い市街地で進⾏している、「東⻄道路シールドトンネル（下り線）新設⼯事」。3年ぶり
となる⾼校⽣対象の⾒学会がこの⼯事現場で⾏われ、⿅児島⼯業⾼校の建設技術系に所属する2年⽣31名（⼥⼦⽣徒11
名・男⼦⽣徒20名）が参加しました。
まず、現場作業事務所に集合した⾼校⽣たちは、発注者である国⼟交通省九州地⽅整備局⿅児島国道事務所の建設

監督官から、⿅児島東⻄道路の概要をはじめ施⾏中の⼯事内容、そして今後の⼯事内容などの説明を受けました。次
いで、建設コンサルタントの担当者からはコンサルタントの役割や仕事内容、そして仕事のやりがいなどについての
説明を、また最後に、施⼯会社である⼤成建設の作業所⻑からゼネコンの仕事内容、⾃社の⼯事事例の説明を受けま
した。シールドマシンの組み⽴ての様⼦なども動画で確認。⼯事⾃体や⼯事に関わる会社の理解を深めたようでした。
その後は2グループに別れて、⼯事現場⾒学およびインフォメーションセンターを訪問。⼯事現場では、⽴坑の中で
組み⽴てが進む直径約11メートルの⼤きなシールドマシンをその⽬にして、これから進⾏していくトンネル⼯事をイ
メージしているようでした。⼀⽅のインフォーメーションセンターでは、動画やVRなどで⼯事の概要を楽しく学びま
した。

5



ICTに関する社内講習会の開催

現場の若手職員（入社5年目）や現場施工を担当する協力会社の職員を対象
に、現場で正しく効率的にICTの活用ができるよう、ICTの基礎知識の講義、ICT
測量技術の実習、ICTに関する最新技術情報の提供を目的とした、社内講習会
を実施ました。

研修名 開催日 会場 参加人数

5年生研修
2022.7．28-
29

世紀東急工業（株）
研修センター

25名

災防協研修 2022.6．2-3 世紀東急工業（株）
研修センター

16名

学習概要 内容

ICTの基礎知識

ICT技術の概要 3次元データを用いた現場施工の取組みに関する講義

ICT測量技術 トータルステーション、GNSS技術に関する講義

ICT施工技術 マシンコントロールおよびマシンガイダンスに関する講義

出来形管理 TS出来形管理に関する講義

設計データ作成実習

TINデータ作成 座標点から3次元設計データを作成する方法の実習

路線データの作成
平面線形、縦横断図から3次元設計データを作成する方法の
実習

測量実習 測量機器の使い方

現場で設計データを作成する方法の実習

出来形管理データを搭載したトータルステーションによる出来
形管理方法の実習

道建協
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技士会・九建協
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「i-Construction」の普及促進について

・i-Constructionを担う若手人材の確保のため、中学校・高等学校向けの説明会において、
ICT建機の紹介やドローンの実演などを実施。

このほか、建産連（建設業協会は構成団体として参画。事務局も務める。）及び労働局で業
界紹介冊子「今こそ！建設業」を作成し、ICT施工に関する特集記事を組む。冊子は県内の大
学・高校へ約4300部を配布するとともに、県内各ハローワークに3000部を設置する。
※冊子の該当ページは別添の通り

・生産性向上に関する技術研修会をオンラインにて実施。最新のi-Constructionの状況につ
いて紹介する。

3/1 34名参加
3/2 53名参加
3/3 59名参加

九建協
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建設産業への若年層入職者獲得のための現場見学会実施

・建設産業への若年層入職者の獲得を図るべく、九州地方整備局及び（一社）日本埋立浚渫協
会九州支部との共催にて 土木工学系教育機関に対して現場見学会を実施しているところです。
・令和４年度は、担い手である大学生(熊本大学)に海上土木への興味を持ってもらうため、事業・

工事概要説明や港湾建設業界の紹介など九州地方整備局と連携した現場見学会を開催し、更
なる若年層入職者の獲得を図ります。

開催者：九州地方整備局、日本埋立浚渫協会九州支部、工事受注会社 対象者：熊本大学学生・教員(61名)

現場見学工程

11：00～12：00 座学(熊本大学内)
〇事務所概要説明
〇八代港湾整備事業説明

(熊本港湾・空港整備事務所 企画調整課 課長 小野太士)
〇八代地盤改良工事概要説明

(受注者(五洋建設㈱) 
〇港湾建設業界の紹介

((一社)日本埋立浚渫協会 九州支部
技術委員会委員長 矢ケ部 恭弘)

～～～～～～～～～～～ 現場へ移動 ～～～～～～～～～～～

13：40～16：40 現場見学（八代港）
〇クルーズ岸壁、コンテナターミナル（海上・陸上からの見学）
〇サンドコンパクション船への乗船見学

開催日：2022年9月22日

座学(九州地方整備局) 座学(工事受注会社)

座学(日本埋立浚渫協会) 現場見学会
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福岡県県土整備部におけるICT活用工事の取り組みについて

■対象工種
H29 ：①土工
H31 ：②浚渫工（港湾）
R2 ：③舗装工、④河川浚渫工、（付帯構造物工）
R3 ：⑤法面工、⑥地盤改良工、⑦舗装工（修繕工）

↓
⑧床掘工、⑨小規模土工、⑩付帯構造物工、⑪基礎工、⑫擁壁工

■活用必須工種
対象工種が複数含まれる場合は「活用必須工種を設定」。
（直接工事費に占める割合が大きいものとしている）

■発注方式
土工量１０，０００ｍ３以上の工事は「発注者指定型」で実施。
それ以外の工事は「受注者希望型」で実施

「発注者指定型」 ・・・ 施工ﾌﾟﾛｾｽ①～⑤すべて活用が必須
「受注者希望型」 ・・・ Ⅰ型：②④⑤活用が必須、他は任意

Ⅱ型：②③活用が必須、他は任意

●福岡県におけるＩＣＴ活用工事の対象工事等

令和4年4⽉から改定

令和4年10⽉から⼯種を追加

令和4年4⽉から改定

福岡県
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佐賀県ICT 施工実習の実施について

■目的 ： 建設業への興味・関心を深めることで、将来、県内建設業への就職を促すことを目的
として実施するもの。

■実施者 ： 佐賀県

■対象者 ： 佐賀県内の高校生（建設業関連学科）

■実施期間 ： 令和 4 年 7 月 ～ 12 月

■実施場所 ： コマツIoTセンタ九州 (熊本県菊池郡)

■実施内容： ①建設業基礎講座（歴史、重要性等）、②ICT建機施工体験

鳥栖工業 土木科、建築科 74人
唐津工業 土木科、建築科 69人
伊万里実業 森林環境科 10人
佐賀工業 建築科 39人
高志館 環境緑地科 22人
北稜 土木科 12人
合計 ６校 ８学科 226人

佐賀県
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ICT 建設機械等の導入支援について

■目的 ： 建設現場の生産性向上を図るため、ICT活用工事に必要な機器を導入する建設業者
等の支援を行うもの。

■実施者 ： 佐賀県

■対象者 ： 佐賀県内の建設業者等

■受付期間 ： 令和 4 年 12 月 26 日 (月) ～ 令和 5 年 1 月 31 日 (火)

■対象事業及び補助率 ： 以下のとおり
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■ICT測量の説明 ■ICT建設機械の試乗

i-Construction推進と普及拡大に向けた講習会の開催事例

i-Construction(ICT 施工)技術講習会

ICT施⼯の講習会及び現場⾒学会を⾏うことで、ICT施⼯の理解を深め、「i-Construction」の推進、普及
拡⼤を図る

■⽬ 的︓

国⼟交通省 九州地⽅整備局、熊本県、
（⼀社）⽇本建設機械施⼯協会九州⽀部

■共 催︓

熊本県

① 国・地⽅⾃治体の取組
② ICT 活⽤⼯事の実践

■内容︓

現場見学会

熊本県、建設業協会、施⼯業者■共 催︓

県職員、市町村職員、建設業者■参加者︓
ICT活⽤⼯事概論説明、ICT測量の説明、ICT建設機械の試乗 など■内容︓

■開催状況【11月21日熊本会場】

■ICT建設機械の試乗 20



【大分県】 i-Construction体験会、導入補助制度について

Ⅰ．体験会等の開催
基礎知識を習得し、ICT機器・建機に触れることで、
ICT取組へのはじめの⼀歩となることを期待

■点群処理ソフトの説明状況 ■ICTバックホウ体験試乗

⽇程 内容 会場

令和4年11⽉8⽇ i-Construction体験会 豊後⾼⽥会場

令和4年11⽉9〜10⽇ i-Construction体験会 中津会場

令和4年11⽉11⽇ i-Construction体験会 ⽇⽥会場

令和4年度は11⽉までの体験会等に延べ994名参加
今後、2会場で現場⾒学会等を実施予定

■共 催︓⼤分県、（⼀社）⼤分県建設業協会、
⼤分県⼟⽊施⼯管理技⼠会、CONTACT

■内 容︓3次元設計データ作成、ICT機器・建機の操作体験

Ⅱ．ICT建機の導⼊補助制度
県内建設業者を対象にICT建設機械・機器を導⼊する経費の
⼀部を助成し、ICT施⼯普及拡⼤による⽣産性向上を図る

○補助対象経費
ＩＣＴ建設機械による施工に必要な機器で、以下の購入に係る経費

・ＩＣＴ建設機械
・既存の建設機械をＩＣＴ建設機械化するための後付け機器

○補助率・補助限度額
補助率 ：２分の１以内
補助限度額：１００万円

上限となる
２０者申込み

■令和４年度創設、３か年を予定（R4〜R6）

■補助対象となる機器の例
既存の建設機械への後付け機器も対象

大分県
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起⼯測量からＩＣＴ施⼯までを体験することによって
「i-Construction」を推進する

■⽬ 的︓

宮崎県
（公財）宮崎県建設技術推進機構

■主 催︓

Ⅰ．講習概要 ＜9⽉1，2⽇と10⽉27，28⽇の2回実施＞

■３次元設計データ作成の実習 ■ＵＡＶレーザ計測体験

i-Construction推進と普及拡大に向けた講習会の開催事例

Ⅱ．講習状況 ＜ＰＣでの実習やフィールドでの体験＞

講習内容

❶ 県内における建設ＩＣＴの取組
インフラ分野のＤＸの推進

県内における建設ＩＣＴに関する取組状況や今後の⽅
向性の説明（宮崎県技術企画課）
インフラ分野のＤＸの概要の説明（九州地⽅整備局）

➋ 建設ＩＣＴ活⽤⼯事におけるポイ
ント・留意点

・ＩＣＴ活⽤⼯事におけるポイントや留意点の説明
・３次元データ処理概要の説明

➌ ３次元データ処理実習
・３次元設計データ作成
３ＤＣＡＤソフトをインストールしたＰＣを3０台準備し、
実習を⾏った。

テーマ

ICT施⼯に関する⼀連の動き（測量〜設計〜施⼯）
を実際に体験し、現場施⼯に役⽴てる︕

講習内容

❶ ３次元出来形管理実習 ・３次元測量及び出来形管理について、各種機器（Ｔ
Ｓ・ＧＮＳＳ、ＴＬＳ、ＵＡＶ）を⽤いて実習を⾏った。

➋ 建設ＩＣＴ施⼯実習
・⼩型建設機械による建設ＩＣＴ施⼯実習（⼩型バック
ホウＭＧ・ＭＣ）
・建設ＶＲの説明及び体験

➌ 発注者における建設ＩＣＴの留意
点などについて

・積算時における留意点や施⼯計画書、出来形管理の
チェックポイントの説明（県・市町村職員のみ対象）

テーマ

宮崎県内の県・市町村職員 ２０名×2回
宮崎県内の建設業関係者 ４０名×2回

■参加者︓

◇初日 ◇２日目

建設ＶＲ体験バックホウブレードＭＣ

好評のため、今年度は、
参加定員を１０名づつ増加︕

宮崎県
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建設産業への理解を深めてもらうとともに、県内における
担い⼿の確保のため

■⽬ 的︓

宮崎県
（公財）宮崎県建設技術推進機構

■主 催︓

Ⅰ．⼟⽊の魅⼒体験ツアー（インフラバスツアー）

■三財川 河川⼯事 ＩＣＴバックホウ■県道宮崎⻄環状線 道路⼯事 ＩＣＴブルドーザ

■参加者よる記念写真

i-Construction推進と普及拡大に向けた講習会の開催事例

Ⅱ．実施状況

（１）対象︓宮崎⼤学⼯学部⼟⽊環境⼯学科２年⽣49名、3年⽣49名
（２）内容︓ＩＣＴ活⽤⼯事などの最新技術の実演⾒学
（３）⽇時︓令和4年12⽉2⽇（⾦）10:00〜17:00
（４）場所︓①県道宮崎⻄環状線 道路⼯事（宮崎市）

②三財川 河川⼯事（⻄都市）

将来の担い⼿となる宮崎⼤学の学⽣に実際の⼯事現場を体験してもらう︕

■⼯事担当者からの説明 23



土木部技術職員研修（i-Construction研修）について

１回目（令和４年６月３日） ２回目（令和４年８月22日） ３回目（令和４年10月12日）

・i-Construction最新状況，ICT活用工事解説

・ICT建機 現場研修
鹿児島地域振興局建設部管内

・航空法改正とドローンを導入した取組事例
（講師：県建設技術センター）

・３次元起工測量における地上型レーザースキャナー
・CIMを学ぶ
（講師：熊本大学大学院 小林一郎特任教授）・３次元設計データ作成と検査について

・３次元設計データ利活用について ・BIM/CIM研修（講師：Civil-Tech）

・ICT建設機械の概要・施工について ・３DCAD研修（講師：(株)ビーガル）

・遠隔臨場システム ・発注者側のICT活用工事の留意点について
（講師：九州地方整備局）（講師：株式会社 久永） （講師：(株)久永，(株)桑畑組）

目 的：公共工事の発注者として必要なICT活用工事の基礎的な知識を習得する。
主 催：鹿児島県土木部，(公財)鹿児島県建設技術センター
受講者：30名（各出先機関から2～4名程度）
講 師：九州地方整備局，県内の建設業者，ICT関連業者（ICTアドバイザーを含む）

鹿児島県
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北九州市
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北九州市の「i-Construction推進」の取組

２．ICT活用工事（試行）の対象工種の拡大
【現状】
〇土工（1,000㎥以上）
〇舗装工（1,000㎡以上）

【令和4年11月１４日(起工分)～】
〇土工（1,000㎥以上）
〇舗装工（1,000㎡以上）

＋
〇作業土工（床掘）
〇小規模土工（1,000㎥未満）
〇河川浚渫
〇法面工（植生工、吹付工など）

※受注者希望型で実施。実施事業者には工事成績評定にて加点。
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333

北九州市の「i-Construction推進」の取組

３．北九州市i-Construction推進協議会 【普及促進】
（ワーキンググループでの意見交換、研修の開催など）
＜協議会会員 （１４団体）＞ ＜ワーキンググループメンバー （２８社）＞

（会員企業） （会員以外の企業）

（R4.1２ 現在）

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

一般社団法人北九州市建設コンサルタント協会

北九州管工事協同組合

北九州管更生工事協同組合

北九州港湾建設協会

一般社団法人北九州法面防災協会

一般社団法人北九州市安全施設業協会

一般社団法人北九州市建設業協会

北九州市建設業協同組合

環境・下水道維持管理協同組合

福岡県土木組合連合会北九州支部

協同組合北九州舗装協会

一般社団法人北九州緑化協会

門司建設業組合

一般社団法人北九州ＧＩＳ測量協会

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

(株)九州造園

九鉄工業(株)

(株)押川測量設計

(株)中村測建事務所

計測検査(株)

(株)太平設計

(株)福山コンサルタント

(株)白海

(株)岡部組

岡本土木(株)

(株)大幸組

勝山建設工業(株)

日進舗道(株)

松田土木(株)

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

㈱建設システム

コベルコ建機日本㈱

㈱建設総合サービス

㈱EARTHBRAIN

㈱現場サポート

コマツカスタマーサポート㈱

太陽建機レンタル㈱

㈱トプコンソキア
ポジショニングジャパン

福井コンピュータ㈱

日立建機日本㈱

ＣＫレンタル㈱

住友建機販売㈱

㈱クアンド

キャタピラー九州㈱
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福岡市
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「i-Construction(ICT施工)技術講習会」の開催

・建設現場の生産性向上を図る「i-Construction」の普及促進のため、九州地方整備局、
（一社）日本建設機械施工協会九州支部、各県・政令市との共催で ICT 活用工事の施工に
必要な技術的内容の講習会を実施しました。
・九州各県７会場で実施し、延べ563名の参加者がありアンケート結果も好評でした。
今後も関係団体と連携し、継続していく予定です。

【10月18日 佐賀会場】

開催地 開催日 会　場　名 参加者

佐　賀 10月18日（火） 佐賀市文化会館 81名

福　岡 11月1日（火） リファレンス駅東ビル 76名

長　崎 11月11日（金） ブリックホール国際会議場 91名

大　分 11月15日（火） 別府国際コンベンションセンター 78名

熊　本 11月21日（月） くまもと県民交流館パレア 75名

宮　崎 12月2日（金） 宮崎市民文化ホール 84名

鹿児島 12月9日（金） 鹿児島県市町村自治会館 78名

合　計 563名

【11月15日 大分会場】

九州地整・JCMA・各県政令市
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積極的に活⽤
したい

38%

条件が合えば
活⽤したい

57%

活⽤は
難しい

5%

「i-Construction(ICT施工)技術講習会」アンケート結果

５）ICT施⼯を活⽤したいと思ったか

＜アンケート回答者：546名（参加者563名中）＞

①国・地⽅⾃治体の取組
②３次元計測
③ICT建設機械
④ICT活⽤⼯事のデータ処理
⑤施⼯計画・実地検査
⑥その他

３）参考になった内容（複数回答有）

①積算・設計変更について
②３次元データ作成時の留意点
③ICT施⼯の事例
④ICT建設機械の紹介
⑤出来形書類の作成⽅法
⑥その他

４）追加して欲しい内容（複数回答有）

１）業務区分 ２）年代

６）講習会に対する主な要望
・更に詳細な運⽤⽅法、⼿順、問題点について事例で
紹介してほしい。

・既にICT施⼯を実施している会社等にICT施⼯事例、
実施した感想等、⽣の声を聴いてみたい。

・市や町で活⽤している事例があれば聞いてみたい。
・舗装修繕についても講習もお願いしたい。
・各講義の時間を延して、集中した内容が良い。

７）受講した感想
・これを機に今後活⽤していきたい。
・⼤変勉強になった。このような機会が多くなったら
いいと思う。

・有意義な講習会であった。今後も更に継続し続けて
もらいたい。

・ICT施⼯の経験がなく、今後施⼯するにあたって何の
基準に従えば良いか分かりやすく、参考になった。

・⼤変参考になった。また、機会がありましたら受講
させていただきたい。

・理解できないわけではないが、内容が難しい。

建設業
66%

測量業
1%

コンサルタント業
19%

リース・レンタル業
1%

機器・建機・ソフト
ウェア等製造業

1%

発注者
11%

その他
1%

10代
1%

20代
10%

30代
13%

40代
33%

50代
30%

60代
12%

70代以上
1%
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Ministry of Land, Infrastructure, Transport and Tourism

生産性向上評価について



生産性とは

●⽣産性＝
産出量（output）
投⼊量（input）

●⽣産性の種類

生産性とは、生産を行うために必要な要素を投入することに
よって得られる産出物との相対的な割合のこと

⽣産量

労働者数

＜物的⽣産性＞

＜付加価値⽣産性＞

・労働⽣産性（１⼈当たり） ・物的⽣産性（１時間当たり） ・資本⽣産性 ・全要素⽣産性

⽣産量

労働者数×労働時間

⽣産量

資本ストック量

⽣産量

（労働＋資本＋原材料等）合成投⼊量

付加価値額

労働者数

・労働⽣産性（１⼈当たり） ・物的⽣産性（１時間当たり） ・資本⽣産性 ・全要素⽣産性

付加価値額

労働者数×労働時間

付加価値額

資本ストック量

付加価値額

（労働＋資本＋原材料等）合成投⼊量

＜出展（公財）⽇本⽣産性本部HPより＞

※付加価値とは、⽣産額から原材料費や外注加⼯費、機械の修繕費、動⼒費など外部から購⼊した費⽤を除いたもの

※⽣産するものの⼤きさや重さ、あるいは個数などといった物量を単位とする

1
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